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京豆

海

言命T

叢
第

三

十

三

容

第
三
競

(
温
巷
揖
百
九
十
五
輔
)

昭
和
六
年
九
月
接
行

~、

面踊

叢

家

l蚕

税

じっ

累

進

1神

戸

正

ま住

緒
言
(
本
論
の
目
的
)

、

ノ

、

ノ

ー

ノ

第
一
段
家
屋
枕
累
進
白
営
否
(
一
家
屋
枕
累
準
。
否
定
説
A
物
枕
た
る
こ

k
B
地
方
税
と
し
て
利
待
原
則
的
加
味
白
上
か
b
二
家
屋
枕
明
則
違
の

f

，、、

r
・、
、，J

、、，J

肯
定
説
付
各
箇
白
家
屋
の
大
き
又
は
其
債
値
の
大
き
に
依
る
累
遁
の
理
由
い
義
務
者
の
能
カ
白
上
か

b
ろ
住
居
者
へ
白
樽
嫁
の
よ
か
ら
B
各
人

ra
、

f
e

、

〆

・

、

、、，J

、p
，

、

，

J

の
持
ワ
全
聖
家
屋
債
値
の
大
さ
に
依
る
累
遣
の
理
由
い
龍
カ
原
則
か
ら
ろ
社
曾
政
策
上
か
ら
は
轄
嫁
阻
止
の
謀
柑
技
術
よ
か
ら
)

〆・、

rs
、

)

)

)

)

 

第
二
段
家
屋
枕
累
進
白
方
法
(
一
各
箇
の
家
屋
を
課
税
物
件
と
ナ
る
場
合
A
各
筒
家
屋
の
意
義
主
累
遣
の
方
法
い
一
普
通
累
進
向
家
屋
の
債
格
に

f

k

f

，、

f
、

F
、

よ
る
累
進
仲
家
屋
白
一
収
金
に
よ
る
累
建
計
特
殊
用
品
進
山
家
屋
白
坪
数
に
よ
る
も
の
向
産
業
用
住
居
用
の
問
白
差
等
向
家
屋
の
構
造
に
よ
る
差
等

r

，、、

斗
各
人
の
全
所
有
家
屋
を
物
件
と
す
る
場
合
吋
課
税
標
準
の
種
類
吋
地
域
)

f

t

f

・、

f
t

結
論
(
全
文
の
要
旨
)

家

屋

税

白

累

進

第
三
十
三
一
容

七

第

君主



家

屋

税

白

累

進

第
三
十
三
巻

一一一一八

第
三
琉

緒

言

今
日
、
我
山
幽
で
は
地
方
税
た
る
家
屋
耽
を
闘
に
移
す
か
、
地
方
に
据
置
く
か
が
問
題
と
な
っ
て
居
る
。
業
は
面

白
い
問
題
だ
が
、
花
と
し
て
は
慨
に
之
に
つ
い
て
の
利
害
得
失
を
一
臆
論
じ
蓋
し
た
。
今
夏
ら
之
を
取
扱
ふ
の
も

在
自
身
に
と
り
で
は
皐
問
的
興
味
が
薄
い
。
底
が
最
近
、
或
無
産
黛
の
主
張
綱
領
を
読
ん
だ
冒
と
こ
ろ
、
其
に
家
屋

柱
累
誕
の
主
曜
が
出
て
居
る
。
買
は
私
も
括
提
示
に
之
伝
説
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、
併
し
地
租
や
替
業
税
に
於
け
る

累
進
ほ
ど
に
詳
し

t
は
し
な
か
っ
た
。
営
時
多
少
の
遺
憾
に
思
っ
て
居
っ
た
の
だ
か
ら
、
今
、
此
無
産
薫
の
主
張

に
刺
戟
を
受
け
、
そ
し
て
家
屋
税
問
題
が
政
治
の
時
事
問
題
と
し
て
世
間
の
注
意
を
引
い
て
居
る
此
機
舎
に
此
が

累
進
課
税
の
問
題
を
取
扱
っ
て
見
ゃ
う
と
忠
ふ
。
元
来
、
累
進
課
税
と
い
ふ
こ
と
は
、
無
産
者
の
撞
頭
、
民
衆
優

勢
時
代
の
大
哉
と
も
い
ふ
べ
〈
、
理
屈
を
超
越
し
た
一
の
一
勢
で
も
あ
る
の
み
な
ら
中
、
ま
た
其
に
相
営
の
理
局
色

附
け
ら
れ
て
、
可
な
り
に
虞
〈
色
々
の
枕
に
行
は
れ
つ
つ
あ
る
。
矯
め
に
舎
で
は
到
底
累
進
の
適
用
の
仕
様
の
な

い
や
う
に
ま
で
い
は
れ
た
税
に
も
段
々
と
此
が
行
は
れ
、
物
税
乃
至
肱
盆
枕
、
卸
ち
地
租
や
管
業
税
に
も
段
々
実

の
例
の
生
じ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
慨
に
説
い
た
通
り
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
則
ち
家
屋
税
に
も
此
が
行
は
ぬ
筈
は
な
く
、

現
に
此
が
行
は
れ
得
る
と
断
言
し
て
居
る
人
色
あ
る
(
註
一
)
。
け
れ
ど
膏
し
く
牧
盆
税
中
に
つ
い
て
も
、
家
屋
税
は

事
買
、
此
鈷
に
於
て
後
れ
て
居
り
、
比
例
が
矢
張
h
ノ
普
通
で
あ
る
や
う
な
衣
第
で
も
あ
り
註
ニ
)
、
畠
A

々
此
に
て
は
累

租税問先七巻 291，以下，地方家屋宅注目富官
租税研究十巻I 3 1 7-3川地方殺に於ける ~~j重課碗
同上I ~76，以下，地租に於ける累準，轡業枕に於げる累進課税
J~ze9 Cours -de-fInances plibliqu -é~i928-=-i92~j. .p.， -33'7. 
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進
は
不
都
合
だ
と
い
ふ
考
方
も
向
は
相
営
に
根
強
い
も
の
が
あ
一
る
。

で
之
に
つ
い
て
の
営
否
及
質
行
方
法
を
論
争

る
の
は
興
味
あ
る
仕
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

-・

ジ
ェ

1
ヅ
は
、
家
屋
枕
も
亦
た
累
進
税
と
鴛
し
得
る
と
い
ふ
て
居
る
。

(
註
ご

エ

1
ベ
ル
ヒ
は
、
瞥
業
枕
は
通
例
、
資
本
利
子
税
は
屡
々
、
呆
進
的
に
課
せ

b
れ
る
け
れ
ど
も
、
家
民
税
に
て
は
比
例
で
あ
る
の
を
例

と
す
、
と
い
↓
て
居
る
。

(
註
ニ
)

第
一
段

家
屋
税
累
進
の
欝
苔

い

J
K
4
h
比
u
K
5
り
ド
1HAh
党

-
r
d
m
軍
主
主
命

1
2
t
W
3
r
l
fノ
I
よ
メ
三
μ

〆，，、家
屋
税
に
つ
い
て
比
例
念
至
営
と
し
、
障
ふ
て
累
進
を
否
定
す
る
考
は
贋
く
行
は
れ
、

且
つ
枝
強
い
も
の
で
あ

る
。
其
論
球
は
何
慮
に
あ
る
か
と
い
へ
ば
、
大
関
次
の
二
も
の
に
蹄
す
る
。

ぺ
い
物
税
た
る
こ
左
|
|
家
屋
税
に
比
例
を
至
営
と
す
る
の
は
、
此
が
牧
盆
税
で
、
随
っ
て
物
税
で
あ
ち
、
人
税

で
な
い
か
ら
と
い
ふ
の
が
通
設
で
あ
る
。
即
ち
家
屋
税
に
て
は
物
を
見
て
人
を
見
ぬ
(
註
コ
一
)
。

一
の
客
観
的
な
る
家

屋
を
見
て
課
税
し
、
何
人
が
之
を
所
有
す
る
か
、
官
者
一
か
之
を
有
っ
か
舎
者
一
か
之
を
有
っ
か
を
問
は
宇
千
遍
一
一
律

に
課
す
る
。
或
は
之
に
多
少
、
人
的
要
素
vT
交
へ
て
、
或
人
の
有
つ
家
屋
(
複
数
で
あ
り
得
る
)
を
集
め
て
、
業
の

家
屋
の
塊
に
課
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
此
場
合
と
て
も
、
其
は
家
屋
に
閲
す
る
だ
け
に
て
の
英
人
の
全
き
持
ち

物
の
大
き
を
見
る
の
み
で
あ
り
、
其
の
人
の
有
つ
凡
べ
て
の
能
力
、
随
っ
て
一
家
屋
関
係
以
外
の
物
的
及
人
的
の
能

家

屋

殺

の

果

話

策一一一十コ一巻

ブL

第

拡
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家

屋

税

目

黒

進

第一一一十一一一巻

O 

第

ま虎

四

カ
を
考
慮
は
し
な
い
。

其
慮
で
大
一
一
家
日
庄
が
比
峻
的
之
し
き
人
の
唯
一
の
財
産
で
あ
っ
て
、

却
っ
て
小
家
屋
が
宮
者

の
敷
め
る
財
産
の
中
の

即
ち
大
家
屋
必
宇
し
も
富
者
の
も
の
で
な
く
、

一
小
部
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
、

小
家
屋
必

や
し
も
貧
者
の
も
の
と
限
ら
向
。

或
人

ωも
つ
金
き
家
屋
を
艇
め
た
底
で
英
会
き
大
さ
に
依
る
と
し
て
も
、

家

屋

の
み
か
ら
所
得
を
最
げ
る
人
が
め
り
、

某
以
外
の
源
か
ら
し
で
も
一
層
大
な
所
得
を
泉
げ
る
人
が
め
っ
て
、
家
屋

を
多
〈
有
ち
て
某
か
ら
可
な
り
大
な
所
得
を
泉
げ
る
人
に
制
し
て

J
採
屈
は
前
者
よ
り
も
少
し
か
有
た
ぬ
が
、
他

の
源
か
ら
大
所
得
を
準
げ
て
、

一
層
大
な
る
所
得
を
翠
げ
る
人
の
あ
る
の
に
、

宮
家
尿
の
み
に

全
睦
上
前
者
よ
ち
も

1
1
刊

L

お
き
に

各
人
に
思
す
る
家
屋
を
縄
め
て
か
、

何
れ
に
し
て
三
門
家
尾
本
位
で
課
税

武
一
日
各
倒
的
一
家
屋
仁
つ
い

τか
.

す
る
虞
で
、
累
進
課
枕
を
し
て
は
、
却
っ
て
各
人
の
全
き
給
付
能
力
か
ら
見
れ
ば
不
公
卒
の
も
の
と
な
り
、
其
公

手
を
破
壊
す
る
こ
と
に
も
な
ら
ざ
る
を
得
ぬ
(
詑
巴
。
然
り
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
唯
だ
其
家
日
胞
の
表
は
す
物
的
能
力

の
表
一
不
に
到
し
て
比
例
率
を
適
用
し
て
、
客
観
的
物
的
の
公
平
の
み
な
得
る
こ
と
に
て
満
足
す
る
外
は
な
い
の
で

あ
る
〈
註
五
)
。
此
に
て
ち
閏
よ
り
人
的
に
凡
て
は
公
平
と
は
い
ほ
れ
ぬ
が
、
併
し
少
く
と
も
物
的
に
見
れ
ば
公
平
に

通
う
て
居
る
。

(
註
三
)

チ
ス
カ
は
、
政
盆
枕
は
物
憶
に
搭
付
き
で
人
に
は
結
付
か
ず
と
い
ひ
、
レ
プ
ケ
も
、
政
金
税
は
其
本
質
上
、
組
税
主
憾
の
全
き
印
刷
漕
状

惑
を
閑
却
す
る
と
匁
し
、
プ
ロ
イ
ヤ
1
は
、
牧
盆
枕
は
p

組
枕
頁
携
を
、
田
平
に
物
税
白
見
地
か
ら
考
察
し
て
、
随
ワ
て
常
設
所
有
者
和
ら
分
離

し
て
計
量
す
る
も
の
だ
と
ナ
る
。

〈
註
周
)

N
 

一
般
所
得
課
税
の
累
進
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
る
左
い
ふ
て
居
る

テ
ア
ハ
ル
レ
は
、
分
散
し
た
牧
盆
稔
に
於
け
る
泉
遜
が
、
容
易
に
、

B.江uer，Ertrag::;st(!tlern. 106. Ropke， YW ヨTy出 1日， Fw. 2 ALls. S. 136 
(Hdb. d. Fw. II.) S. 3・
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(
笹
五
)

チ
λ

力
は
、
取
盆
裁
に
て
は
、
物
に
結
付
き
て
人
に
結
付
か
ざ
る
の
理
由
か
心
、
舶
振
迩
が
現
は
る
ふ
能
は
ず
と
然
し
、
テ
ア
ハ
ル
レ
は

税
率
白
黒
進
が
、
公
正
の
理
由
か
ら
出
で
、
主
観
的
に
貨
槍
平
等
を
達
ナ
る
目
的
を
有
ワ
べ
き
ζ

と
か
も
b
出
資
ナ
と
す
れ
ば
、
明
か
に
客
観
的

に
定
め
b

れ
た
牧
入
謀
枕
で
は
、
長
逝
の
考
へ
を
原
則
上
、
排
斥
ナ
る
こ
と
に
な
ら
な
く
て
は
な

b
ぬ
と
匁
し
、
モ
ル
は
、
累
進
は
純
粋
な
る

取
盆
税
に
て
は
厳
格
に
い
ふ
で
は
全
く
遁
用
せ
し
め
ず
、
叉
は
唯
だ
小
な
る
度
に
て
の
み
遁
刷
用
せ
し
め
る
。
其
は
人
が
唯
だ
各
箇
の
牧
縫
物
樫

白
み
を
課
税
し
て
、
人
に
集
中
ナ
る
由
胞
に
で
所
得
を
課
税
し
な
い
か

b
と
い
ふ
。
セ
リ
グ
マ
ン
も
、
特
別
所
得
税
に
ワ
壱
累
進
味
周
回
不
公
平

を
、
誼
意
す
。

的
地
方
税
と
し
て
利
盆
原
則
の
加
味
の
上
か
ら

|
l家
屋
耽
は
一
冗
来
、
同
牲
に
'
り
得
る
の
み
な
ら
示
、
地
方
税

と
も
な
り
持
て
、

か
し
ろ
地
方
税
に
-
暦
適
切
な
も
の
と

γり
れ
、
質
際
、

特
別
税
と
し
て
か
附
加
税
と
し

τか

地
方
税
と
な
っ
て
居
る
。

然
る
に
此
物
柱
が
地
方
税
た
る
だ
け
に
て
は
実
に
て
利
益
原
則
の
加
味
又
は
考
慮
が
行

は
れ
て
居
る
(
註
六
)
。
虞
が
能
力
原
則
か
ら
い
ふ
と
き
に
は
、
同
一
家
屋
に
つ
い
て
も
.
持
主
の
貧
富
の
度
に
よ
り

て
其
牧
益
に
於
て
能
力
に
大
小
の
差
を
生
や
と
も
見
ら
る
る
し
、
大
な
一
一
家
屋
は
貧
者
に
て
は
遁
例
持
た
れ
令
し
て

宮
者
の
持
物
と
な
る
と
し
、
小
な
家
屋
は
貧
者
に
で
も
有
つ
こ
と
が
少
か
ら
十
と
し
て
、
此
を
劃
一
的
し
て
累
進
課

枕
す
る
こ
と
も
出
来
る
し
、
津
山
家
屋
を
有
つ
も
の
は
、
業
を
僅
か
し
か
有
た
ぬ
者
に
比
し
能
力
一
層
大
な

h
と

し
て
累
進
課
税
す
る
こ
と
も
出
来
る
け
れ

E
色
、
利
盆
原
則
か
ら
い
ふ
と
、
地
方
の
後
蓬
及
施
設
に
よ
り
て
受
〈

る
持
主
の
、
又
は
芸
家
屋
の
利
盆
の
度
合
は
、
家
屋
の
大
い
ほ
ど
又
は
家
屋
持
高
の
多
い
ほ
ど
、

一
層
大
い
ん
」
い

ふ
も
の
で
は
な
い
。
か
し
ろ
此
千
係
か
ら
し
て
は
、
大
膿
、
比
例
開
係
の
も
の
と
い
ふ
が
営
う
て
居
恥
。
だ
か
ら

家

屋

税

目

黒

進

一一一一

第
三
十
三
巻

第

披

"E. 
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家

屋

設

の

累

進

第

自民

第
二
一
十
一
一
一
巻

一
一

ム
ノ、

し
て
此
酷
か
ら
地
方
家
屋
税
に
は
累
進
よ
り
も
比
例
を
至
営
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
尤
色
地
方
税
に
て
も
金
〈
利

盆
原
則
含
認
め
や
し
て
能
力
原
則
よ
り
し
て
の
み
設
〈
人
も
あ
っ
て
(
詮
芝
、
主
(
か
ら
い
ふ
と
此
に
説
く
所
は
何
の

理
由
と
色
な
ら
な
い
し
、
又
此
地
方
税
に
利
益
原
却
を
認
め
て
も
、
之
を
能
力
原
則
'
と
は
卦
等
と
壮
司
令
、
軍
に
能

カ
原
則
に
加
味
す
る
の
程
度
の
も
の
と
す
る
と
き
に
は
、
此
説
明
に
支
配
的
決
定
的
の
力
は
な
い
け
れ
ど
も
、

れ
で
も
向
ほ
第
一
理
由
と
相
侍
っ
て
、
其
合
支
援
す
る
だ
け
の
殻
果
は
あ
る
。

(
柱
穴
〉

例
之
、
プ

H
1
V
ベ
ル
グ
は
、
地
方
院
に
て
司
、
能
力
原
則
的
傍
p
b

陀
、
品
川
況
、
利
金
原
則
が
行
は
れ

-o
。
五
百
人
は
、
此
忙
刺
枕
と
手

数
料
と
の
中
間
物
を
取
扱
ふ
と
い
ふ
。
が
フ
イ
ス
チ
ン
ゲ
は
、
も
っ
と
明
瞭
に
、
税
歩
の
制
定
に
て
は
、
給
付
能
カ
に
よ
り
は
、
よ
り
タ
〈
、

利
盆
に
考
慮
を
梯
ふ
べ
し
と
鴛
す
。

(
笹
七
)

例
之
、
ピ
ル
ン
バ
ウ
ム
は
、
地
方
税
に
で
も
能
力
原
則
の
み
よ
り
往
〈
べ
き
こ
と
を
説
〈
が
、
エ

1
ベ
ル
ヒ
も
、
不
動
産
所
有
の
貫
課

の
理
由
と
し
て
、
此
が
公
施
設
や
b
受
〈
る
特
別
利
金
に
拘
一
京
さ
れ
る
と
き
に
、
か
L

る
利
金
は
来
日
用
所
有
者
の
み
な
ら
ず
、

一
般
人
に
も
利

盆
と
な
り
、
此
が
事
賃
上
・
家
屋
所
有
者
の
利
貨
な
る
だ
け
に
て
は
、
会
目
的
的
に
は
、
地
方
の
分
梼
金
(
受
待
岩
賀
梯
)
及
手
掛
刑
料
に
よ
り
で

平
準
さ
る
べ

f
、
租
税
に
よ
り
て
平
準
さ
る
べ
き
で
な
い
と
ヤ
ふ
こ
主
に
で
際
附
さ
れ
る
現
出
あ
り

k
鴛
ナ
。

か
〈
て
家
屋
枕
に
て
は
圃
積
地
方
税
を
通
じ
て
能
力
原
則
か
ら
考
へ
て
、
比
例
を
至
営
と
す
る
理
由
が
あ
り
、

そ
し
て
特
に
地
方
税
に
て
は
、
利
盆
原
則
加
味
が
許
き
る
る
左
し
て
、

一
層
に
色
比
例
を
通
常
と
す
る
と
い
ふ
こ

と
に
な
る
。
随
つ
で
累
進
を
排
斥
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
家
屋
耽
累
進
の
肯
定
説

業

EhelJerg， C;ebaudesteuer 
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家
屋
税
累
進
の
理
由
を
説
〈
に
嘗
り
で
は
、
此
MV'
累
進
課
税
法
に
二
大
別
が
あ
っ
て
、
其
聞
に
理
由
の
多
少
異

る
も
の
が
あ
る
こ
主
を
先
づ
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
方
法
と
は
印
ち
家
屋
を
各
筒
的
に
課
す
る
の
方
法
と

或
人
に
属
す
る
家
屋
を
纏
め
に
る
上
に
て
課
す
る
の
方
法
と
で
あ
る
。
此
を
別
々
に
し
て
説
明
し
ゃ
う
。

A
各
箇
家
屋
の
大
さ
又
は
其
債
値
の
大
3
に
よ
る
累
進
の
理
由

い
義
務
者
た
る
所
有
者
の
能
力
の
上
か
ら
|
|
即
ち
前
に
も
い
ふ
や
う
に
、
'
如
何
に
も
大
家
屋
必
宇
じ
も
富

者
の
有
2
は
限
ら
や
、
小
家
尾
必
h
V
J

し
も
賞
者
の
有
と
も
限
ら
ぬ
と
し
て
色
、
大
な
家
屋
、
大
な
債
値
長
有
っ
た

家
屋
は
、
葉
大
さ
の
度
が
↑
定
の
大
志
肌
上
で
め
る
と
き
ド
は
、
合
(
4
A

の
有
山
り
ど
い
ふ
こ
L
L
は
叩
却
す
も
」
蹴
附
品
川
州J

上
の
富
め
る
者
に
し
て
初
め
て
有
ち
得
る
所
で
あ
り
、
其
の
大
債
値
の
家
屋
'
伊
二
つ
だ
け
持
つ
で
も
、
既
に
相
営

度
の
富
を
有
っ
と
推
定
し
て
誤
り
な
い
。
然
る
に
小
な
る
憤
値
の
家
を
偶
々
宮
者
が
有
つ
こ
と
は
あ
り
特
て
も
、

其
れ
位
の
物
な
れ
ば
貧
乏
人
で
も
持
つ
こ
と
が
出
来
、
可
な
り
に
一
屡
々
持
つ
場
合
が
あ
る
。
だ
い
r
ら
此
家
屋
の
慣

値
の
大
小
か
ら
し
て
、
或
度
ま
で
所
有
主
の
全
能
力
の
大
小
を
推
定
し
得
て
、
之
に
或
度
の
累
進
を
行
ふ
て
も
大

し
て
不
公
卒
で
な
さ
の
み
な
ら
や
、
り
し
ろ
大
睦
か
ら
又
は
卒
均
的
に
見
て
、
公
平
に
合
す
4
Q
。
人
の
全
能
力
の

明
か
で
あ
り
‘
其
全
き
大
さ
に
従
ふ
て
黒
謹
宰
を
通
用
す
る
ほ
ぎ
に
累
誕
の
最
高
と
最
低
と
の
間
差
を
大
に
し
た

複
雑
な
る
も
の
を
行
ふ
て
は
い
け
な
い
け
れ
ど
も
(
誌

C
、
併
し
少
数
の
段
階
を
設
け
且
つ
小
さ
な
間
差
を
置
い
た

累
進
と
し
て
、
小
家
屋
よ
り
も
大
家
屋
に
高
い
患
?
を
課
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
或
度
で
R

公
平
課
税
上
か
ら
望
ま
し
き

家

屋

枕

の

累

進

第
=
干
=
一
巻

ι

第

披

七



家

屋

税

の

累

進

第

却E

凶

第
三
十
三
巻

JI. 

こ
と
で
あ
る
と
鴬
す
。

(
註
八
}

モ
ル
は
、
収
金
税
に
於
で
鋭
き
累
進
を
行
ふ
で
は
、
大
な
る
不
公
平
が
漣
け
、
b
れ
な
い
で
あ
ら
う
と
い
ふ
。

は
い
住
居
者
へ
の
輔
婦
の
上
か
ら

l
l家
屋
稜
ば
一
万
来
.
家
屋
の
所
有
者
に
課
す
る
色
の
で
あ
り
、
其
有
無
形

の
枇
盆
を
見
て
課
す
る
の
で
め
る
け
れ
ど
色
、
家
屋
の
持
主
と
使
用
人
と
が
異
h
、
特
に
其
が
住
居
用
の
家
屋
に

閲
す
る
場
合
に
、
此
枝
川
炉
家
主
か
ら
し
て
借
家
人
た
る
住
居
者
に
騨
嫁
ぎ
る
る
可
能
性
は
可
な
り
に
あ
る
Q

其
の

場
合
其
の
曙
嫁
き
る
る
だ
け
に
て
、
並
に
持
主
一
か
杭
接
自
己
の
住
居
用
仁
供
す
る
場
合
を
も
併
せ
考
ふ
る
と
き
に

北
(
の
大
米
H
m
況
は
大
畑
舶
を
有
づ
家
屈
に
性
居
す
4
G

者
は
、

小
家
屋
又
は
小
債
借
家
屋
に
住
居
す
る
者
に
比
し
て

其
の
所
得
随
っ
て
業
金
き
能
力
炉
一
層
大
い
こ
左
診
推
定
し
得
る
所
で
あ
り
、
而
か
も
其
住
居
の
債
佐
特
に
家
賃

の
大
き
と
所
得
と
の
割
合
は
、
比
例
開
係
と
い
ふ
よ
り
は
か
し
ろ
中
抽
選
開
係
で
あ
っ
て
、
即
ち
一
層
大
な
所
得
を

有
つ
者
は
、
小
所
得
者
に
比
し
、
割
合
に
小
い
家
賃
の
家
に
住
す
名
の
傾
も
あ
っ
て
、
随
つ
て
は
住
居
者
の
所
得

に
比
例
た
ら
し
む
る
間
接
の
方
法
'
と
し
て
、
家
賃
に
周
知
迩
た
ら
し
め
る
を
選
む
べ
し
と
い
ふ
こ
と
る
あ
っ
て
、
串
A

々
此
動
か
ら
し
で
も
家
屋
の
大
き
又
は
其
償
値
の
大
き
に
累
進
峯
を
適
用
し
て
可
?
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
尤
色
此

説
明
は
飽
迄
・
も
補
充
的
二
夫
的
の
説
明
で
、
重
き
カ
ぞ
有
つ
も
の
で
は
な
い
。
一
冗
来
、
家
屋
積
に
つ
い
て
は
立
法

者
は
韓
嫁
を
好
ま
ぬ
の
で
あ
り
、

随
っ
て
再
嫁
を
前
提
と
す
る
右
の
説
明
は
本
格
的
の
説
明
と
い
ふ
資
格
は
な

ぃ
。
又
、
厳
格
に
い
ふ
て
、
轄
嫁
を
前
提
す
れ
ば
、
そ
し
て
其
輔
嫁
が
必
や
し
も
一
様
に
各
家
屋
に
つ
き
て
行
は

Fllisting， a. a. O. 
;¥!oll， a. a. O. S. 408. 
Ropke， :l. a. O. S. 102. 
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れ
争
、
大
小
差
等
が
あ
り
・
又
品
理
化
も
す
る
以
上
は
、
第
一
究
に
於
け
る
税
率
含
累
進
と
鴻
す
こ
と
は
、
必
中
し

も
第
二
段
の
負
携
に
於
け
る
累
進
を
驚
ら
す
と
限
ら
子
、
随
つ
で
か
か
る
累
進
と
い
ふ
差
等
を
設
十
し
て
一
率
に

比
例
と
し
た
方
が
良
い
と
い
ふ
こ
と
に
も
な
っ
て
、
夫
の
黒
遊
説
は
成
立
た
ぬ
こ
と
に
な
る
(
詮
九
)

d

又
、
此
轄
嫁

が
住
居
用
家
屋
で
な
く
、
産
業
用
家
屋
に
行
は
る
る
だ
け
に
て
は
、
上
に
い
ふ
や
う
な
家
賃
と
所
得
と
の
謹
進
干

係
を
主
張
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
即
ち
此
場
合
の
一
説
明
と
す
る
に
も
足
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
め
る
。
尤
も
強

ゐ
て
此
に
も
住
居
用
家
屋
と
類
似
の
説
明
を
刷
局
し
得
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
。
卸
も
産
業
用
の
一
層
大
な
慣
値
あ

る
家
屋
は
、

」
層
大
な
資
本
力
含
有
つ
に
企
業
者
の
使
用
に
佼
炉
れ
、
随
っ
て

-
問
明
大
な
れ
恰
業
澗
得

Lr仲
ふ
ん
い

ふ
風
に
説
い
て
桂
く
こ
と
も
出
来
る
が
、
実
は
住
居
用
家
屋
ほ
ど
に
適
切
で
は
な
い
。
又
、
住
居
用
家
屋
の
夫
の

逆
龍
子
係
に
つ
い
て
も
多
少
の
異
論
の
出
で
得
る
こ
と
は
、
前
の
機
舎
に
在
の
附
し
た
通
り
で
あ
る
。
此
馳
も
此

説
明
の
重
さ
を
弱
か
ら
し
め
る
こ
と
は
之
を
附
記
し
て
置
く
。

セ

P
グ
マ

y
は
、
税
が
納
税
者
か
ら
轄
嫁
す
る
度
に
於
て
累
活
向
問
題
は
其
の
重
さ
を
失
p
t

。
何
ぜ
と
な
れ
ば
、
寅
際
轄
嫁
す
る
と
き

に
は
第
一
次
に
於
け
る
税
率
は
主
要
な
る
効
果
を
有
し
た
い
か

b
と
い
ふ
ω

(
註
丸
)

町
各
人
の
有
つ
会
き
家
屋
債
値
の
大
3
に
依
る
累
進
の
理
由
|
|
累
進
を
行
ふ
に
つ
き
、
土
地
の
場
令
に
は
各

人
に
つ
き
業
有
つ
土
地
の
全
き
大
き
又
は
実
慣
値
の
大
3
に
よ
り
て
之
を
行
ふ
こ
'
と
に
な
る
け
れ
ど
色
、
各
箇
土

地
の
大
き
又
は
債
値
に
よ
り
て
累
進
と
す
る
の
は
、
む
し
ろ
避
け
ら
れ
る
3

然
る
に
家
屋
に
あ
り
で
は
各
筒
家
屋

家

屋

殺

の

累

準

第
三
十
=
一
巻

互王

第

披

ブL
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家

屋

積

白

菜

進

第
三
十
三
巻

第

披

。

ー
ムノ、

に
つ
い
て
色
行
は
れ
、
各
人
附
属
家
屋
の
金
曜
か
ら
し
で
も
行
は
れ
る
。
前
の
場
合
は
上
に
説
い
た
か
ら
、
此
に

後
の
場
合
の
説
明
を
説
く
(
詮
一

o
y

(註

-
O
)
ア
イ
見
千

y
グ
が
夙
に
牧
盆
税
に
も
累
進
の
行
は
れ
得
、
行
は
る
べ
曹
こ
と
を
説
い
た
が
、
其
は
矢
張
り
此
各
人
所
属
家
屋
債
値
目

金
寄
大
さ
に
従
ふ
も
む
で
あ
ヲ
た
宇
う
だ
。
彼
は
、
牧
盆
枕
に
で
も
、
所
得
積
に
於
け
る
最
両
額
よ
り
も
精
岱
〈
し
た
最
高
額
ま
で
累
進
(
大

程
二
分
一
%
か
ら
一
一
-
M
N
)

的
に
枕
率
を
成
形
し
る
と
い
ふ
た
が
別
の
虚
に
で
、
各
四
牧
金
課
税
は
、
課
税
が
持
主
の
人
格
に
考
慮
せ
ず
し
で
、

岐
金
源
其
も
自
に
、
又
は
同
一
所
有
者
虫
干
に
周
一
種
白
数
多
の
枕
金
源
が
結
合
す
る
に
際
し
で
は
其
牧
盆
源
の
多
取
の
も
の
代
課
税
単
位
・
と

し
て
給
付
〈
だ
け
に
亡
客
親
性
を
有
し
、
此
際
、
各
状
袋
減
、
又
は
同
一
人
に
結
合
し
た
る
同
鵡
の
淑
が
謀
枕
物
件
を
成
ナ
と
い
ふ
で
田
川
担
。

い
能
力
原
則
か
ら
l

|
い
ふ
て
、
家
屋
を
多
〈
持
ち
又
は
高
き
債
値
に
も
上
ぽ
る
ほ
ど
の
家
屋
を
有
つ
人
は

其
少
く
又
は
集
計
し
た
庭
で
も
低
き
債
値
に
し
か
達
せ
ぬ
家
屋
含
有
つ
人
に
比
し
て
は
.
能
力
の
一
層
大
い
こ
と

を
推
定
し
得
る
。
勿
論
、
此
に
家
屋
積
で
あ
る
以
上
は
、
何
と
し
て
色
或
義
務
者
の
有
つ
家
屋
の
債
値
し
か
見
る

こ
と
は
出
来
ぬ
。
其
他
の
種
類
の
耽
盆
乃
至
所
得
は
考
慮
し
な
い
。
随
っ
て
偲
令
家
屋
か
ら
の
股
盆
は
大
〈
て
色

他
の
種
の
牧
盆
所
得
の
小
で
あ
り
、
又
は
零
で
ゐ
る
人
に
劃
し
て
、
家
屋
肱
盆
は
小
く
て
も
、
他
種
の
所
得
の
大

い
人
が
あ
っ
て
、
家
屋
牧
盆
の
一
人
に
つ
い
て
の
金
計
か
ら
見
て
、
其
大
小
に
よ
り
累
進
と
し
て
は
、
会
き
能
力
に

劃
し
て
不
公
平
と
な
る
ゃ
う
で
も
あ
る
け
れ
ど
も
.
家
屋
牧
盆
が
大
い
と
い
ふ
て
も
、
其
桂
度
が
一
家
度
以
上
に

大
い
な
れ
ば
、
其
他
の
枇
盆
は
別
と
し
て
も
、
其
家
屋
牧
症
だ
け
で
以
て
葉
人
の
所
得
が
岐
に
可
な
り
に
大
〈
、

可
其
金
き
能
力
も
可
な
り
に
大
い
こ
と
を
推
定
し
得
ら
れ
、
又
家
屋
牧
盆
の
金
計
の
小
い
人
は
、
業
一
定
度
以
下
に

Fuisting， a. a. O. S. 366， 370， 391-392. 20) 



小
い
と
き
に
は
、
暇
令
、
彼
が
他
種
牧
益
に
よ
り
て
補
充
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
が
め
り
得
る
と
し
て
も
、
業
は
必

十
し
も
之
あ
る
こ
と
を
保
せ
?
、
か
か
る
家
屋
以
外
の
源
か
ら
の
牧
盆
の
金
〈
之
な
き
こ
と
も
あ
り
、
又
其
の
極

め
て
少
き
こ
と
も
あ
っ
て
、
随
っ
て
極
め
て
小
さ
な
能
力
し
か
な
い
こ
と
が
少
し
と
せ
ぬ
。
又
卒
均
的
に
い
ふ
て

か
し
ろ
能
力
の
大
〈
は
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
勿
一
論
此
干
係
は
精
密
で
は
な

t
、
大
雑
把
な
、
大
韓
的
の

も
の
で
あ
る
リ
随
っ
て
、
此
際
、
所
得
の
綜
合
課
税
の
場
合
ほ
ど
に
複
雑
精
巧
な
る
累
謹
は
不
通
営
で
め
る
け
れ

ど
も
、
粗
な
る
少
数
段
階
に
よ
り
且
つ
間
差
の
小
さ
累
濯
な
れ
ば
、
之
を
適
用
し
て
、
そ
ん
な
に
不
乱
公
平
で
は
な

市

川

i

/

〉

A
h
h
:

、
恥
ト
・
‘

.
4
1
:
ト』
h
h
a
m

】

。

〈

t
t
p一」ノ
4
d
カ
TPTG司
ド

ト

ド

L
t
t
q
J
F
e

F
P
L
E
-
-
可

0

2」
1
L
v
f
k
E
u
，
L

ろ
枇
舎
政
策
上
か
ら
|
|
人
を
中
心
と
し
て
其
有
つ
家
屋
の
債
値
ぞ
集
計
し
た
累
進
は
、
或
度
ま
で
の
課
税

公
卒
ぷ
合
す
る
け
れ
ド
と
も
、
其
は
上
に
も
い
ふ
や
う
に
精
密
で
な
〈
、
随
つ
で
あ
ま
り
に
強
く
も
主
張
は
し
粂
ね

る
。
併
し
其
が
一
枇
命
日
政
策
に
役
立
つ
と
い
ふ
と
き
に
、
其
が
一
の
時
代
要
求
に
合
す
る
も
の
と
し
て
、
相
営
に
重

く
も
見
積
り
得
る
。
元
来
、
世
の
中
の
或
種
の
財
が
少
数
の
人
の
手
に
集
中
し
て
、
其
物
の
債
を
此
少
数
人
一
か
左

右
し
て
、
多
数
の
特
に
無
産
民
衆
を
腫
遣
し
搾
取
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
決
し
て
宜
し
〈
な
い
。
此
の
如
き
は
適
宜

園
権
に
よ
り
て
断
勝
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
我
邦
の
現
献
で
は
兎
角
、
此
断
魅
が
手
緩
い
。
特
に
実
物
が

生
活
必
需
品
に
閥
す
る
に
於
て
は
一
層
此
抑
制
政
策
が
望
ま
し
い
。
住
屋
の
如
き
は
賓
に
人
生
必
需
品
の
重
要
な

る
も
の
の
一
で
あ
り
、
而
か
も
之
を
所
有
せ
や
し
て
他
人
の
も
つ
も
の
を
借
h
ノ
て
居
る
と
い
ふ
人
が
甚
だ
多
い
。
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第
三
放

ノ、

そ
し
て
業
所
有
が
多
数
の
人
々
の
間
に
行
亙
っ
て
居
れ
ば
、
持
主
た
る
貸
手
の
聞
に
競
争
の
行
は
る
る
借
地
が
大

で
め
っ
て
、
借
手
た
る
無
産
者
又
は
準
無
産
者
を
甚
し
く
腔
泊
一
色
し
な
い
け
れ
ど
も
、
其
が
一
又
は
少
数
の
賞
者

の
手
に
集
中
さ
れ
る
と
き
に
は
、
彼
又
は
彼
等
は
濁
占
的
の
暴
威
を
ち
振
っ
て
、
大
衆
を
苦
し
め
る
こ
と
も
出
来

る
。
近
頃
税
邦
に
で
色
借
家
人
の
枇
曾
運
動
る
可
な
h
ノ
靖
紫
に
起
り
つ
つ
あ
る
や
う
に
も
見
り
る
が
、
賓
の
蕗
は

其
れ
ほ
E
で
な
く
、
却
っ
て
可
な
り
に
多
く
、
家
主
か
ら
暴
利
を
貧
ら
れ
て
居
る
。
今
若
し
各
人
の
色
つ
家
屋
の

債
値
の
大
小
に
膳
じ
て
累
進
課
税
と
す
る
な
ら
ば
、
或
度
ま
で
は
、
少
数
人
の
子
に
家
屋
の
集
ま
る
こ
と
を
不
利

町、、
q
J

ノ
入
J

f

1
也
叩

f
I
V
(
i
l
 

i

-

-

f

，
 

北
大
柿
酬
で
じ
て
無
産
裁
の
困
難
宇
佐
副
所
λ
?
な
り
L
」
も
紙
、
比
る
こ
と
を
得
る
と
思
ふ
(
註
一
一
)
ω

(
註
一
-
)
一
ア
ア
丹
ル
レ
が
、
古
曹
種
類
の
牧
盆
務
に
近
頃
、
累
進
を
え
る
に
至
ワ
た
白
は
、
確
か
陀
枇
曾
政
策
的
考
慮
に
蹄
ナ
ベ
奇
だ
と
い
ふ

の
は
、
恰
か
も
此
陀
常
た
る
。

山
川
輔
嫁
阻
止
の
課
税
技
術
上
か
ら
1

1
元
来
、
家
屋
税
は
立
法
者
と
し
て
は
家
屋
所
有
者
に
課
税
し
ゃ
う
と

-
す
る
も
の
で
、
負
携
が
彼
に
止
ま
る
と
き
に
初
め
て
彼
の
考
に
一
致
し
、
且
つ
一
公
平
で
も
あ
り
得
る
。
又
此
が
轄

嫁
す
忍
と
き
に
、
実
は
借
家
人
と
い
ふ
、
比
較
的
弱
き
無
産
者
又
は
準
無
産
者
に
蹄
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
枇
曾
政

策
上
・
も
望
ま
し
く
な
い
。
然
る
に
之
を
比
例
課
税
と
し
て
、
各
家
尾
に
平
等
一
率
に
課
し
て
置
く
と
き
に
は
、
家

屋
持
主
に
て
家
屋
税
の
負
捲
矛
戚
す
る
度
合
が
略
ぽ
同
一
と
な
り
、
彼
等
が
其
を
轄
嫁
し
ゃ
う
v
と
い
ふ
に
於
て
、

彼
等
の
仲
間
が
同
一
度
の
希
望
を
有
つ
こ
と
に
な
り
、
蕊
に
彼
等
が
意
識
的
な
る
異
同
運
動
を
初
め
て
主
れ

rけ
Terhalle， a目 a.O. S. 212. 21) 



の
轄
婦
を
行
ふ
か
、
或
は
期
せ
宇
し
て
彼
等
の
行
動
が
一
様
な
る
も
の
と
な
り
て
現
は
れ
、
轄
・
婦
が
行
は
れ
易
〈

も
あ
り
、
又
税
の
全
部
で
あ
る
か
、
左
な
く
と
も
其
大
な
る
部
分
が
轄
嫁
さ
れ
得
る
こ
と
に
も
な
る
。
然
る
に
、

視
が
各
人
の
家
屋
債
値
の
持
高
に
よ
り
て
累
進
課
税
と
な
る
と
き
に
は
、
各
持
主
の
家
屋
競
争
』
謀
せ
ら
る
る
度
合

が
異
り
、
悲
に
彼
等
の
之
が
負
慌
を
戚
や
る
度
合
が
異
り
、

一
致
共
同
と
な
る
の
可
能
性
が
小
く
な
り
、

轄
嫁
が

比
較
的
行
は
れ
悪
く
も
あ
り
、
又
般
A
T
此
が
行
は
れ
で
も
骨
子
、
度
合
は
低
〈
、
粧
の
一
部
し
か
行
は
れ
や
し
て
済
む

と
い
ふ
こ
と
に
も
な
あ
。
此
の
如
き
は
日
公
平
課
税
か
ら
し
で
も
枇
曾
政
策
か
ら
し
て
色
、
願
っ
た
り
叶
つ
だ
り
で

あ
り
、
課
税
技
術
と
し
て
は
巧
妙
な
も
の
一
一

γh
い
ふ
ぺ
ち
ん
ド
ー
の

71

第
二
段

家
屋
韓
累
準
の
方
連

前
段
に
て
家
屋
枕
に
も
或
度
の
、
軽
度
の
累
進
を
行
ふ
て
可
と
い
ふ
こ
と
含
明
か
に
し
た
。
勿
論
此
に
反
封
設

も
あ
っ
て
、
用
心
深
〈
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
時
勢
は
正
さ
に
之
が
貫
現
を
要
求
し
つ
つ
あ
る
。

主
(
慮
で
之
を
賓
現
す
る
の
方
誌
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
主
(
は
突
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

↑
各
箇
の
家
屋
を
課
税
物
件
と
す
る
場
合

は
い
各
筒
家
屋
の
意
義

til此
場
合
に
は
各
筒
家
屋
の
意
義
に
つ
い
て
第
一
に
問
題
が
起
る
。

hv産
業
用
の
一
家
屋

に
つ
い
て
は
、
一
大
企
業
箪
位
の
中
に
歎
多
の
小
建
物
の
あ
る
場
合
と
、
比
較
的
小
企
業
中
に
一
大
建
物
の
み
あ

家

屋

積

の

畑

地

建

第一一一十三巻
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積

白

黒
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第
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十
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血
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第

量産

四

る
場
合
と
が
あ
石
。
其
に
色
拘
ら
A
V
車
に
建
物
の
大
小
の
み
か
ら
判
断
し
て
差
等
を
附
し
て
は
不
穏
営
と
恩
は
れ

る
。
矢
張
り
差
等
ぞ
附
け
る
以
上
は
、
企
業
車
位
を
本
位
と
し
て
、
其
に
麗
す
る
家
屋
の
金
曜
の
大
き
と
か
憤
低

と
か
に
よ
る
の
が
至
営
の
や
う
だ
。
尤
色
、
さ
う
な
っ
て
も
更
に
問
題
と
な
る
の
は
、
同
一
企
業
内
の
建
物
が
其

企
業
自
身
の
所
有
に
か
か
る
か
、
他
人
の
を
借
り
て
居
つ
で
も
、
支
が
凡
べ
て
同
一
の
人
の
持
物
に
か
か
れ
ば
宋

し
い
が
、
此
が
数
多
の
人
の
も
の
で
あ
る
場
合
、
即
ち
其
所
有
が
数
多
の
人
に
分
散
し
て
屑
る
場
合
は
何
う
す
る

か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
家
屋
暁
U
Y
家
屋
の
持
主
企
義
務
者
と
す
る
本
来
の
性
紫
か
ら
い
へ
ば
、
此
場
合
に
ら
持

主
別
で
分
け
て
課
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
併
し
又
此
場
合
に
、
企
業
本
位
に
て
累
進
課
税
計

算
し
た
る
税
額
を
‘
各
持
主
に
持
高
に
膳
じ
て
按
分
し
て
配
営
す
る
と
い
ふ
こ
と
も
山
来
る
。
何
住
居
用
の
家
屋

に

で

も

、

一

建

物

を

分

割

し

て

敷

多

の

住

居

を

置

く

こ

と

一
住
居
に
敷
多
の
建
物
の
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

が
め
る
(
長
屋
建
で
、
ア
バ

1
ト
な
ど
の
や
う
に
)
。
其
鹿
で
建
物
の
物
理
的
の
車
位
に
従
っ
て
課
税
物
件
の
単
位

を
定
め
る
か
、
建
物
の
鰹
梼
的
利
用
の
軍
位
に
従
っ
て
之
を
定
め
る
か
問
題
で
あ
る
。
比
例
課
税
な
れ
ば
何
れ
に

し
て
色
同
じ
だ
が
、
累
進
と
な
る
と
輩
伎
の
定
め
一
ゃ
う
で
負
曜
に
差
異
ぞ
生
や
る
。
此
は
形
に
依
ら
や
、
利
用
の

貫
質
に
従
ふ
て
、
即
ち
住
居
本
位
に
て
決
す
る
が
穏
営
の
や
う
だ
。
き
う
し
な
い
で
形
式
に
捕
は
れ
る
と
き
に
、

例
之
、

一
住
居
車
位
で
は
安
い
家
賃
の
貧
民
住
家
で
色
、
此
が
数
十
数
百
・
ち
一
建
物
の
中
に
め
る
場
合
に
重
過
ぎ

た
負
躍
を
課
す
る
こ
と
に
な
る
の
恐
が
め
る
か
ら
で
あ
る
。
此
課
税
方
法
を
採
る
場
合
に
は
、
軍
純
に
持
主
七
る



義
務
者
の
み
を
考
へ
る
課
に
往
か
ぬ
。
時
と
し
て
又
は
屡
々
起
る
や
う
な
住
居
者
へ
の
轄
嫁
を
も
考
へ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
か
く
て
住
居
車
位
に
で
課
す
る
と
し
て
、

一
住
居
匝
劃
と
認
め
ら
る
る
蕗
に
、
間
借
り
と
か

同
居
と
か
の
形
に
て
経
済
上
敷
多
の
住
居
が
存
す
る
こ
と
が
め
る
が
、
此
場
合
に
は
、
之
等
を
分
別
す
る
と
い
ふ

ザ
一
し
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J
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も
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L

矢
張
り
一
住
居
匝
劃
を
本
と
し
て
課
す
る
に
止
め
る
よ
り
外
は
な
い
。
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二
、

(
註
士
一
)
ザ
ク
セ
ジ
の
一
九
二
六
年
実
に
て
は
、
税
は
課
税
物
件
の
債
格
に
依
p
、
税
率
は
英
領
特
の
大
さ
に
従
ひ
一
平
分
=
一
よ
り
五
重
で
ど

あ
っ
た
。

間
家
屋
の
股
盆
郎
ち
賃
貸
債
格
に
依
る
累
進

!
lと
す
る
の
も
一
方
法
で
あ
る
(
註
一
一
一
一
)

O

(
陸
由
主
〉
英
国
の
住
居
家
屋
枕
川
、
年
収
袋
三
十
時
以
下
の
家
屋
を
免
除
し
、
其
他
の
宗
国
胞
を
年
取
盆
に
よ
り
一
-
一
級
に
分
ち
、
一
二
十
乃
五
六
十

時
崎
、
六
十
乃
至
九
十
時
晴
、
九
十
時
時
以
上
と
鴛
し
、
夏
に
利
畑
方
法
に
よ
り
五
種
に
分
ち
、
私
の
住
居
用
、
仲
居
及
瞥
業
用
、
族
館
及
カ
フ
エ
ー

農
家
、
間
貸
家
屋
、

ιナ
る
。
そ
し
て
終
の
四
種
は
同
一
枕
端
?
と
し
で
、
悲
の
住
居
用
よ
り
も
軽
〈
ナ
る
。
一
九
二
三
1

四
年
に
線
年
収
盆
一

時
に
ヲ
曹
、
税
率
は
第
一
一
種
、
=
一
片
、
六
片
、
九
片
と
し
、
第
二
種
、
二
片
、
凹
片
、
大
片
と
日
た
。

ろ
特
殊
累
進

「‘、

向
家
屋
の
坪
教
に
依
る
累
進
ー
ー
と
い
ふ
こ
左
も
想
像
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
業
は
あ
ま
り
に
粗
宋
な
方
法

で
あ
っ
て
、
経
掛
界
の
進
歩
し
随
っ
て
家
屋
の
債
値
に
等
差
の
大
い
や
う
な
慮
で
は
不
満
足
で
あ
り
、

さ
う
か
と

家

屋

積

白

黒

進

一五

第
三
十
三
巻

一一一一

第
三
貌
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家

屋

積

の

累

進

第
三
十
三
谷

第

披

7t 

い
ふ
て
経
梼
の
進
歩
し
て
居
ら
ぬ
や
う
な
虞
で
は
累
進
段
階
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
の
な
い
事
で
あ
り
、
何
れ
に

し
で
も
問
題
に
な
ら
な
ド
。

判
産
業
用
住
居
用
に
別
ち
差
等
営
附
す
る
方
法
1
1
1
此
は
可
な
h
多
く
貫
際
に
行
は
れ
て
居
る
ο

特
に
別

に
債
値
に
依
る
普
通
の
累
進
を
行
は
中
、
債
値
に
劃
し
比
例
を
採
h
つ
つ
、
此
用
途
に
依
る
差
等
課
税
の
み
な
行

ふ
こ
と
色
出
来
る
(
諒
一
間
)
。
或
は
此
差
等
課
税
を
行
ひ
だ
る
上
に
て
、
住
居
用
の
み
に
、
債
値
に
依
石
累
進
を
行

び
、
産
業
用
の
に
は
比
例
課
税
と
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
し
て
産
業
用
と
住
居
用
と
に
で
何
れ
を
斡
く
す
名
か

生
産
政
策
上
、
即
ら
産
業
J

佐
助
成
す
る
治
め
に
前
者
を
一
層
部
ト
く
す
る
こ
L
J
3
出
来
る
し
、
産
業
朋
の
に
は
慨
に

劇
に
管
業
税
が
か
か
っ
て
居
る
か
ら
と
い
ふ
こ
と
も
あ
っ
て
向
克
ら
に
家
足
稔
で
は
産
業
用
の
を
寛
大
に
し
ゃ
う

と
い
ふ
こ
'
と
も
め
る
(
誌
一
五
)
O

尤
も
、
却
つ
の
産
業
用
の
に
は
住
居
用
の
よ
り
も
一
層
大
な
る
能
力
が
あ
る
か
ら

重
〈
課
せ
よ
と
の
考
も
あ
る
(
謹
二
ハ
)

u

(
註
-
四
)

一
八
六
一
年
の
普
魯
西
白
家
屋
枕
が
、
都
市
に
於
け
る
其
家
賃
に
封
し
住
居
用
は
間
労
、
待
業
用
は
ニ
必
と
し
た
。
ザ
ク
セ
ン
マ
イ

Z

ン
ゲ
ン
の
蕎
市
町
村
家
屋
税
が
、
住
居
用
は
年
利
用
慣
値
の
問
%
、
事
b
又
は
特
に
替
業
又
は
工
業
用
は
二
%
を
課
L
、
リ
ツ
・
へ
の
欝
市
町

村
家
屋
械
も
、
事
b
叉
は
特
に
脇
田
業
用
の
は
利
用
償
値
の
二
%
、
其
他
の
家
屋
に
川
問

M
を
課
し
、
リ
ユ
ベ
ツ
ク
に
で
も
奮
家
屋
積
は
一
般
率

普
通
償
値
〔
時
債
)
の
コ
一
・
五

vm
、
事
ら
工
業
用
又
は
商
底
用
白
は
二
・
五
広
を
課
し
た
。

税
率
を
匝
別
す
る
代
り
に
控
除
事
に
差
等
を
附
ナ
る
間
接
の
方
法
に
依
る
こ
と
も
あ
る
。
悌
闘
の
不
動
産
所
得
税
に
て
は
、
住
居
用
家
屋
に
て

は
、
評
定
収
盆
か
ら
二
五
%
を
、
帥
営
業
用
の
に
て
は
凹
O
V
N
を
拷
除
し
て
所
得
を
計
算
す
る
。
つ
室
町
維
持
費
及
減
債
消
却
の
引
曹
方
に
差
等

圭
づ
け
る
の
で
あ
る
。
伊
大
利
に
で
も
、
工
場
建
物
に
は
三
一
三
・
三
分
一
一
%
、
住
居
建
物
に
は
一
一
五
%
、
を
搾
除
し
、
西
斑
牙
で
は
住
居
用
家
屋

に
は
二
五
樹
、
帥
営
業
廃
に
は
三
五
%
、
闘
牛
場
及
遜
戯
場
に
は
問

Oμ
、
機
械
を
据
付
け
た
る
工
場
に
て
は
六
六
%
よ
り
小
な
ら
ざ
る
も
の
A

抽
出
除
を
許
ヂ
。

Tyszkn. a. a. O. S. 146. Terhnlle， a.ιO. S目 237・
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ェ
ー
ベ
ル
ヒ
は
、
肺
官
業
用
の
建
物
に
で
は
、
税
率
が
住
居
用
よ

P
も
低
曹
こ
止
が
現
は
れ
る
。
其
誇
は
、
前
者
の
牧
盆
が
別
に
制
官
業

税
に
で
も
捕
捉
せ
ら
る
A

か
ら
と
い
針
。

(
註
-
五
)

フ

P
I
ド
ベ
ル
グ
は
、
何
故
に
、
普
圃
の
家
屋
税
が
、
住
居
に
は
利
用
債
値
の
四
%
、
叫
営
業
用
に
は
二
%
を
諜
ナ
る
か
之
を
解
す
る

に
苦
し
む
。
家
屋
白
第
一
一
種
白
も
D

L
収
盆
は
大
都
市
に
て
は
、
決
定
的
に
後
者
よ
り
も
一
暦
少
い
と
い

μ
。

(
註
-
穴
)

間
家
屋
の
構
造
に
依
る
差
等
|
|
i
此
は
圃
及
地
方
の
事
情
に
よ
り
色
々
に
構
成
3
れ
得
る
。
防
火
政
策
が

重
要
と
あ
れ
ば
不
燃
質
の
家
屋
を
軽
率
と
す
る
こ
と
色
出
来
る
が
、
能
力
原
則
か
ら
い
ふ
と
反
劃
と
し
て
も
良
い

或
は
土
地
の
利
用
佐
促
進
寸
る
政
策
か
ら
い
へ
ば
、
敷
暦
の
家
尾
セ
望
日
腐
の
よ
り
も
軽
課
し
で
良
い
が
、
併
し
災

害
に
於
け
る
危
険
診
防
止
す
る
政
策
か
ら
い
ふ
と
反
封
と
も
な
ち
得
る
。

二
各
人
の
会
所
有
家
屋
を
物
件
と
す
る
場
合

制
課
税
標
準
の
種
類
l

此
場
合
に
は
、
各
筒
の
家
屋
に
就
い
て
課
税
せ
で
人
に
就
き
、
其
の
持
つ
凡
べ
て

の
家
屋
市
乞
集
計
し
た
慮
で
課
税
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
実
に
は
各
箇
の
家
屋
の
聞
に
種
々
の
も
の
が
あ
り
得

る
か
ら
、
其
を
一
公
平
に
共
通
の
も
の
に
纏
め
る
と
い
ふ
に
は
、
坪
数
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
標
準
と
し
て
は
な
ら

ぬ
。
何
と
し
て
も
貨
幣
債
値
に
で
ま
と
め
る
よ
り
外
に
公
平
な
集
計
方
法
は
な
い
。
ぞ
れ
な
れ
ば
何
ん
な
種
類
で

も
一
纏
め
に
し
得
る
。
そ
し
て
其
債
値
と
し
て
は
、
債
格
(
建
築
又
は
貰
買
)
に
依
る
か
、
牧
盆
(
賃
貸
債
格
)
に
依

る
か
の
外
は
な
い
(
詮
一
七
三
其
何
れ
を
採
る
か
は
家
屋
税
の
課
税
標
準
論
に
於
て
決
す
べ
き
で
め
る
。
前
ほ
此
に

依
り
て
或
人
の
も
つ
家
屋
の
債
値
の
犬
小
佐
計
る
前
に
、
場
合
に
よ
り
で
は
、
家
屋
の
用
途
、
構
造
な
ど
に
依
る

区
別
金
つ
け
て
、
特
に
睦
課
を
通
営
と
す
る
も
の
に
一
定
の
控
除
(
一
割
二
割
と
い
ふ
如
き
)
を
許
す
と
い
ふ
こ
と

家

屋

税

の

累

進

第
三
十
三
巻

第
三
時
踊

七

一
一一一一
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家

屋

積

回

実

進

A 

第
三
十
三
巻

四

第

務

も
出
来
る
。

パ

I
デ
ン
の
一
九
二
六
年
案
に
て
は
、
建
物
自
債
格
に
よ
り
て
課
し
、
定
事
一
・
は
償
格
の
宮
崎
走
に
ヲ
き
二
十
六
布
と
し
、
会
智
一
償
植出

が
一
高
馬
克
ま
で
な
る
と
曹
は
十
五
布
に
駿
減
せ
ら
れ
、
某
よ
り
二
高
馬
克
ま
で
な
る
'
と
き
は
二
十
布
に
輝
減
せ
ら
る
ふ
と
い
ふ
白
で
あ
っ
た

例
地
域
|
|
実
仁
し
で
も
、
一
人
に
麗
す
る
家
屋
の
債
値
を
何
如
な
る
地
域
に
で
定
め
る
か
が
衣
の
問
題
で
あ

る
。
即
ち
一
市
町
村
に
よ
り
て
纏
め
る
か
、
一
府
牒
に
で
か
、
或
は
全
国
に
で
か
を
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
家

屋
積
が
堕
な
る
市
町
村
税
な
れ
ば
、
其
市
町
村
だ
け
で
纏
め
る
よ
り
外
な
か
ら
う
が
、
府
螺
税
な
る
場
合
に
は
、

府
腕
と
も
し
得
る
が
、
一
市
町
村
と
も
し
得
る
。
岡
税
な
れ
ば
金
闘
に
で
と
し
た
が
良
い
が
、
併
し
倒
宜
上
、
仙

の
範
園
を
選
な
こ
と
も
出
来
る
。
範
園
が
庚
い
ほ
ど
一
層
公
平
に
通
う
け
れ

E
色
、
手
績
は
一
層
面
倒
で
あ
る
。

又
、
市
町
村
を
範
囲
と
す
る
こ
と
に
は
、
世
曾
政
策
上
に
適
切

rと
い
ふ
こ
と
も
あ
る
。
尤
も
東
京
の
や
う
に
、

市
と
其
隣
接
町
村
と
が
盤
、
揖
上
一
匝
域
脅
威
し
て
居
る
慮
で
は
、
特
別
な
る
考
慮
が
必
要
に
な
る
。

(
註
-
七
)

轄

論

以
上
要
之
.
由
来
、
収
益
枝
乃
至
物
税
に
て
は
比
例
税
率
が
通
例
と
見
ら
れ
て
怪
し
ま
れ
な
か
っ
に
の

rが、

段
々
と
時
勢
に
仲
れ
、
且
つ
理
屈
も
つ
け
ら
れ
て
、
此
に
累
進
を
取
入
れ
る
や
う
に
な
つ
に
。
業
れ
で
も
就
中
、

家
屋
税
に
は
累
進
の
採
用
が
後
ら
さ
れ
て
居
つ
に
。
然
る
に
其
れ
き
へ
も
今
は
累
進
を
取
入
れ
ん
と
し
つ
つ
め
る

や
う
に
観
取
せ
ら
れ
る
。
業
れ
に
一
腰
の
理
屈
も
立
ち
、
又
之
が
貫
現
の
方
法
も
考
へ
得
ら
れ
る
。
我
邦
に
で
も

既
に
民
衆
の
聞
に
之
を
採
用
し
た
し
と
の
聾
を
聞
く
。
早
晩
.
英
貫
現
の
機
舎
に
接
す
る
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
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